
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症ケアチームだより  
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独立行政法人国立病院機構 山形病院 

—令和 3年度メンバー紹介— 
 

認知症ケアチームとは 

主治医及び病棟看護師と協力しながら、認知機能低下のある方

が安心して入院生活や治療を受けられるように療養環境の支援を

行う医療チームです。 

チームメンバーは 
医師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、精神保健福祉士、

認知症看護認定看護師が主なメンバーです。 

 

患者様の認知症の側

面だけをみるのではなく、

心・体・関わり・暮らしを

包括的に捉えるよう努め

ています。 

患者様・ご家族、関わ

るスタッフの皆さんからの

相談をお待ちしています。 

 

認知症看護認定看護師 

高橋聡子 

患者様の認知機能、食

事やトイレ動作等の身の

回りの動作を評価し、病

棟生活でも能力を活かせ

るよう多職種への情報共

有や必要時環境調整等

を行っています。身体機能

や動作能力、認知機能を

維持しながら、安心・安全

な療養生活が送れるよう

支援していきます。 

作業療法士  

佐藤里沙 

認知症疾患医療センターの戦略をどう構築するか

という観点でチーム活動に参加しています。チームの

初動は患者さんから直接お話を伺うこと。そしてチー

ムとスタッフが輪になって課題に向きあいます。複数の

専門スタッフからいろんな知恵を頂戴し、新たな土俵

で次の動きを模索しています。即時性の高いチーム

を目指していますのでどうぞ気楽にお声がけください。

チームの仕上がり具合はグーです。 

認知症疾患医療センター長 

特命副院長 

多田敏彦 

お薬の副作用が認知症の

患者様にせん妄などの症状を

惹き起こすことがあり、認知症

ケアチームではそれらのお薬の

中止や減量を行い、また症状

を和らげるお薬の提案を行っ

ております。お薬の困りごとが

ありましたら、どうぞお気軽にお

声がけください。 

副薬剤科長 

菊池和彦 

2020 年 6月のチーム立ち

上げから、チームに加わっており

ます。 

認知症の方の症状が少しで

も改善するよう、医師として認

知症の治療に携わりながらチー

ムとして、ケアにあたるスタッフに

アドバイスをしています。 

脳神経内科部長 

認知症ケアチーム長 

宮林隆夫 

患者様の基本動作（ベ

ッドからの起き上がり、立ち

上がり、車いすへの乗り移

り）や歩行機能などを評価

し、病棟で安全に過ごせる

ように他職種との情報共有

を行っています。動作の介

助方法、身体機能を維持

するための運動などを指導し

課題を解決出来るように関

わっていけたらと思います。 

理学療法士 

三塚友理恵 

令和3年度認知症ケアチームメンバー 

患者さんの今後の療

養について、地域との橋

渡しを行います。 

在宅生活に向けて介

護保険サービス事業者と

の調整、施設入所に向

けて入所可能施設の選

定やケア面の情報共有

等ありましたらご相談下

さい。 

精神保健福祉士 

菅野真衣 


